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自然科学系ポストドクトラル ･フェローのキャリア支援策の構築（羽藤・志磨・野口）

Ⅰ．研究の背景

１．米国の大学図書館における学習支援の動向
1990 年代はじめに、米国の大学図書館は、学生のイ

ンターネット志向への変化と図書館資料の電子化に伴
い、“場としての図書館 “へ方向転換を始めた。ワイヤ
レスネットワークを整備し、カフェを設置し、学習を促
進する環境へと変わり始めた注1）。
この方向転換は、1990 年代後半に「インフォメーシ
ョンコモンズ」へと発展した。「コモンズ」とは、広義
では、人が寄り合い話し合う場所を指す。図書館の所蔵
資料、電子資料、人的資源を共用できる場で、IT環境
と IT支援サービスを一括して提供することにより、“人
が集まる図書館” としての新たなあり方が見出された。
さらに 2005 年には、米国大学研究図書館協会の第 12

回全国会議にて、「インフォメーションコモンズ」から
「ラーニングコモンズ」へ、新たな方向性が示された。「イ
ンフォメーションコモンズ」は図書館職員が行う学習支
援であったが、「ラーニングコモンズ」は学内の他の組
織と協力して行う学習支援である注2）。「ラーニングコモ
ンズ」は、個別学習・グループ学習・ITによる情報収
集等の学生の多様な学習スタイルに合う設備の提供をす
るとともに、キャンパス案内、ライティング指導、学習
支援、就職支援等、他部署と連携したサービスを “ワン
ストップサービス” として一括して提供している点に特
長がある。

２．日本の大学図書館における学習支援の動向
米国大学図書館の動きを受け、日本でも 2007 年頃か
ら、グループ学習の場の拡充やカフェの設置、学生スタ
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ッフ・院生スタッフによる学習支援等、ラーニングコモ
ンズとしての図書館を展開し始めている（表 1）。
このような取り組みの一つの典型として、東京女子大
学の「マイライフ・マイライブラリー」は、2007 年度
の「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム
（学生支援 GP）」に採択された。学生の社会的成長を支
援する滞在型図書館を目指し、多様な学生ニーズに対応
した空間づくりと学生協働サポート体制を整備した。と
りわけ、学生や院生を活用した学生支援策を打ち出した
ことが評価された。

３．立命館大学びわこ ･ くさつキャンパス（以下、
BKC）の学習環境
翻って、BKCの学習環境に目を向け、東京女子大学
の取り組みを参考に、その場所を学習支援型（人員を配
置して正課に関する支援を行っているか）と滞在型（長
時間滞在できる環境か）の 2つの軸で整理すると、図 1
のようになる。学習を支援する機能と長時間滞在できる
機能の両方を備えた学習場所は現状の BKCには存在せ
ず、ラーニングコモンズがそれら両方の機能を充足させ

ることを可能とする。
また、従来の図書館の学術資料と人的支援を活用でき
る空間に、それらの二つの機能を付加することによっ
て、ラーニングコモンズは、様々な学習形態に対応し、
かつ、学習意欲を刺激する場となり得る。

４．図書館が担うべき学習支援の内容
2008 年の中央教育審議会答申「学士課程教育の構築
に向けて」の中で、「学士課程共通の学習成果に関する
参考指針」として各専攻分野を通じて培う「学士力」が
示され、その「汎用的技能」として、情報活用能力、日
本語の読み書き能力といった項目が盛り込まれている。
これらは従来、図書館の利用者教育で取り組んできた内
容であり、また、学生の学習環境や学習実態の変化の中
で新たな取り組みが求められている項目でもある。これ
らは、「学士力」涵養の一環として、図書館が学部とと
もにさらに注力すべき課題である。

 

表 1　日本の大学図書館の学習支援の事例

＊網掛けは人的資源を活用したサービスの整備、網掛けなしは設備の整備である。
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５．図書館の学習支援のこれまでの取り組みと課題
（１）情報活用力の支援
立命館大学図書館では、情報活用力涵養のために、全
学部 1回生を対象に、前期セメスターの必修授業 1コマ
を利用し、図書館利用案内や蔵書検索、データベース
検索を指導してきた。この取り組みにより、大学図書館
の設備や資料の利用を促すことは実現したが、データベ
ース利用に関しては、実際の学習に必要となる高回生時
に内容が忘れ去られ、十分な活用には結びついていな
い。高回生にデータベースの検索方法の説明をすると、
「1回生のうちに知っておきたかった」「必修授業の中で
説明してほしい」という声が少なからず出てくることか
ら、1回生時のガイダンス内容を覚えていない実態がう
かがえる。また、1回生時のガイダンスでデータベース
を説明した回生のログイン数が増えていないことから
も、データベースが継続的に活用されていない実態が浮
かび上がっている。
情報活用力のリテラシー教育の取り組みとして、1回
生対象のガイダンスに加えて、2006 年度後期から理工
系の研究室対象の学術情報検索の出張講義を行ってい
る。しかし、理工系学部の申込件数は、2006 年度 2件、
2007 年度 12 件、2008 年度 14 件と、総研究室数 174 室
の 1割未満と低迷している。また、このガイダンスは教
員の任意の申込みによる実施形態であるため、必修授業
の中に組み込まない限り、全学生が受講機会を得ること
にはならない。

（２）日本語の読み書き能力の支援
また、1回生ガイダンスにおいてレポート執筆に関す
る指導も行っているが、その内容は著作権と引用方法の
説明にとどまっており、文章構成や日本語表現は教員の
指導領域としてきた。しかし、教員がマンツーマンで丁
寧な指導ができるのは研究室配属以降であり、低回生へ
の指導は十分に行き届いていない実態がある。
なお、生命科学部・薬学部は、1回生以上を対象に、
科学技術論文を書きこなせる力、学会でプレゼンテーシ
ョンできる力の養成を目標として、アカデミックライテ
ィングの授業を開設し、必須ではないが履修を推奨して
いる。なお、理工学部・情報理工学部では、同種の授業
は開講されていない。

６．研究の背景のまとめ
以上の研究の背景から、大学および図書館の設備とサ
ービスの両面に要請される事項は、次のようにまとめる
ことができる。

（1） 米国の大学図書館では、学生の学習実態の変化
に合わせて設備とサービスを変化させ、ラーニ
ングコモンズとして、人が集まる空間づくりと
学習支援体制のワンストップサービス化が取り
組まれている。

（2） 日本の大学においても図書館の設備とサービス
の転換が求められ、先進的な大学では、図書館
のラーニングコモンズ化に取り組み、学生ニー

学習支援型 

 セントラルアーク 

 学びステーション 

食堂 

 従来の図書館 

 ラーニングコモンズ 

MMR 

空き教室 

滞在型

＊学びステーションとは、2007年11月に
BKCに開設された、学生の学びに関する
総合的な窓口。レポートの受付、個人別
時間割表や成績表の受領、各種プログラ
ムの受付などの窓口機能を一括して行っ
ている。

＊MMR（マルチメディアルーム）は、学
生が自由に使用できるパソコンを備えた
部屋。

＊セントラルアークとは、学生同士の学
びあいをはじめ、正課と課外、境界領域
の学び、教員と学生の交流といった様々
な活動の場として、2005年4月にBKCに
オープンした施設。1階に飲食可能なラウ
ンジやイベントのできるステージがあり、
2～4階にはグループ学習室やプレゼン
テーションスペースがある。 

図 1　BKCの学習環境
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ズに対応した学習環境と学生サポート体制が整
備され始めている。

（3） 立命館大学 BKCには、学習支援サービスの機能
と長時間滞在できる機能の両方を備えた学習場
所はなく、その環境を整備して学生の学習を促
進する必要がある。

（4） 図書館が貢献すべき学習支援は、上記の学習の
場を提供することに加えて、「学士力」の中の読
み書き能力と情報活用能力を涵養することにあ
る。

（5） 理工系学部の１回生対象の図書館ガイダンスは、
図書館活用促進という到達点を示しながらも、理
工系学部低回生へのレポート執筆指導や、高回生
の学術情報検索指導では不十分さを残している。

以上のまとめから、個別学習やグループ学習の場の提
供、低回生の情報活用力とレポートを書く力の能力養
成、そして高回生の学術情報検索力の養成に対して、図
書館が果たせる役割は大きい。その役割を果たすこと
が、米国に端を発したラーニングコモンズの立命館大学
図書館での具現化となる。

なお、理工系の図書館（メディアセンター）を研究対
象とする理由は三点ある。
一点目は、理工系学部の低回生の多くは小集団で学び
合う正課科目がなく、学生はグループ学習の場の一つと
して図書館を活用する必要があり、正課に即したグルー
プ学習の設備の充実が求められるためである。また、理
工系学部の学習は、基礎からの積み上げ学習となり、予
習復習を重ねて着実に学習内容を習得する必要があり、
個別学習の設備の充実も同時に求められるためである。
二点目は、理工系の学生は卒業までに科学技術論文を
書く力を身につけることが求められ、客観的根拠のある
理論や実験結果に基づいて考察をまとめるスキルが必要
であり、レポート執筆・論文執筆の指導体制の整備の必
要性が高いためである。
三点目は、自然科学分野は他の分野と比べて論文資料
の電子化が進んでおり、理工系の高回生は図書館に行か
ずに研究室内で個別に資料収集する傾向が強く、個々人
の学術情報の収集スキルによって研究レベルが左右され
ることから、高回生で情報活用力を養成する必要度が高
いためである。

Ⅱ．研究の目的

本研究の目的は、理工系学部学生の学習支援となるラ
ーニングコモンズの構築に向けて、以下の 3項目につい
て明らかにすることである。

（1） 個別学習・グループ学習を促進する環境整備
（＝図書館設備の充実）

（2） ラーニングセンターの設置
（＝低回生対象サービスの新展開）

（3） 検索実習ガイダンスの高回生の必修授業への組み
込み
（＝高回生対象サービスの新展開）

Ⅲ．研究の方法

研究目的の項目（1）～（3）の必要性を検証するた
めに、以下 3点に絞って調査・分析を行う。

１．他大学先進事例の分析
国内外のラーニングコモンズの先進事例とその効果を
調査・分析する。海外の大学は文献による調査をし、国
内の大学は文献調査に加えて訪問によるヒアリング調査
を行う。

２．学生アンケート調査
研究目的の項目（1）に関わって、理工系の学部学生
の、学習している場所および時間を調査し、その実態を
分析する。あわせて、図書館での学習意欲を高めるため
には、どのような機能が必要かについても分析する。ま
た、研究目的の項目（2）・（3）に関わって、読み書き
能力と情報活用力の現状のレベルとフォロー体制の要望
を調査・分析する。

３．教員ヒアリング調査
研究目的の項目（2）・（3）に関わって、理工系の学
部学生の読み書き能力および情報活用力について教員が
求めるレベルを調査し、図書館でフォローできる体制を
分析する。
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Ⅳ．調査報告

１．他大学調査
（１）マサチューセッツ大学
マサチューセッツ大学アマースト校のデュボア図書館

（地階～ 25 階）は、2005 年に改修を行い、地階にラー
ニングコモンズを設置した。
様々な大きさのテーブル（250 席）に、200 台以上の

PCを設置し、52 台のノート型 PCを貸出カウンターで
貸出している。個室のグループ学習室が 16 室あるほか、
オープンスペースには、ソファやスツール等が数多く置
かれ、学生の好みと用途で使い分けられるようにバリエ
ーションを持たせている。

IT支援デスク、レファレンスデスクなどのサービス
ポイントが設置されているほか、学内の他組織と連携
し、学習・就職の指導を行うコーナーやライティング指
導コーナーを併設し、多岐にわたる学習支援活動を行っ
ている（図 2）。
1階にはカフェ、地階には飲食物の自動販売機があり、
飲食に関する制約は緩和さている。ラーニングコモンズは

静粛な学習エリアではないと利用規則に断っている。なお、
図書館2階には、静かに学習する場所も確保されている。
2005 年 10 月の改修後、2006 年 4 月には前年同月比で
202％の入館者数となった注3）。

（２）東京女子大学（2009 年 6月訪問・ヒアリング）
東京女子大学では、学生部長・キャリアセンター長・
情報教育の教員・日本語教育の教員・学部事務長で構成
される「マイライフ・マイライブラリー」委員会の下、
「学習機能の強化」「正課授業のサポート」を柱に、施設
改修と学生サポート体制構築が実現された。
2007 年に、図書館（地階～ 3階）の１階の事務室ス
ペースを狭くしてAVブースとメディアスペースを作り、
館長室と応接室をグループ閲覧室に改修した。また、古
い辞書類を地階に移した跡地をコミュニケーション・オ
ープンスペースとし、マイクロ資料を地階に移した跡地
をリフレッシュルームとした。コミュニケーション・オ
ープンスペースは、可動式机が設置され、グループ学
習・個別学習のいずれにも対応できる。貸出カウンター
では、ノート型 PCも貸出している。プレゼンテーショ
ンルームでは、正課の日本語教育を補う形で、基礎的日
本語能力養成講習が行われている。アシスタントアイラ
ンドでは、博士後期課程の院生スタッフが学習相談に応
じている（図 3）。

図 2　マサチューセッツ大学ラーニングコモンズ（HPより） 図 3　東京女子大学図書館 1階フロアマップ（HPより）
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オープン後、2008 年度の入館者数は前年度比 132%
に増えている。学生の図書館利用形態が変化し、PCや
資料を利用して話し合いながら学習する学生や、飲食し
ながらリラックスして学習する学生が増えている。
また、2009 年度には、全学生を対象に図書館満足度
アンケート調査を行い、全体の 18%の学生からの回答
を集めた。回答者のうち 4人に 1人は、「施設が改修さ
れてから図書館利用が増えた」と回答しており、かつ、
最もよく利用する場所は、書架が並ぶ地階・2階・3階
の「一般閲覧席」と回答している。リフレッシュやコミ
ュニケーションの場を 1階に整備したことによって、学
習の促進に成功したと分析されている。

（３）お茶の水女子大学（2009 年 6月訪問・ヒアリング）
お茶の水女子大学附属図書館では、館内にあった研究
センターの移転を機に、2007 年にラーニングコモンズ
の設置に踏み切った。「自学自習の促進」「グループ学習
の促進」「インターネット環境の整備」「知的交流」の 4
点の目標を定め、施設改修を実現した。
1階の不要な壁を可能な限り取り払い、明るくてオー
プンなスペースに変えた。その上で、学生立入禁止の廊
下だったスペースをラーニングコモンズとし、窓際に
PCを並べた。
カード目録があった場所は飲食可能なキャリアカフ
ェにしている（図 4・5）。キャリアカフェはキャリアプ
ランニングの正課授業を補完する形で設置され、週に 1
回、キャリアアドバイザーが訪れ、エントリーシートの
書き方等を指導している。可動式机が設置され、自習や

グループ学習のほか、ミーティングや授業等、多様な用
途で利用されている。
ラーニングコモンズ設置後、図書館入館者数は前年度
比 140%に増えている注4）。

（４）上智大学（2009 年 6月訪問・ヒアリング）
上智大学の図書館（地下 2階～ 8階）では、「教育方
法や学習形態の変化に対応した場としての図書館機能の
強化」、「多様な情報リソースを学習に結びつける環境
の整備」、「学習支援の環境整備」の 3点を目標に、2009
年 10 月にラーニングコモンズを開設した。電子化によ
りスペースのあいた 1階の雑誌コーナーに地下 1階の新
聞を移し、新聞コーナーの跡地をグループ学習・プレゼ
ンテーションの場に変えた（図 6）。キャリアオフィス
とタイアップしたセミナーの開催や、ライティングセン
ターの設置も検討している。

（５）他大学調査のまとめ
国内外の他大学調査から、ラーニングコモンズには以
下の特徴があると整理できる。
①  PCを数多く設置している。また、ノート型 PCを
貸出している。

② 可動式机のグループ学習スペースを設けている。
③ 学生スタッフ・院生スタッフによる学習支援体制を
構築している。
④ 教員や他部署との連携による広範な学習支援を行っ
ている。
⑤ 飲食可能とし、カフェや飲み物の自動販売機を設置

 

 

図 4　お茶の水女子大学図書館　1階フロアマップ【改修前】

図 5　お茶の水女子大学図書館　1階フロアマップ【改修後】

図 6　上智大学ラーニングコモンズ
（HPより）
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している。
⑥ サイレントスペースもしくはサイレントフロアを別
に設けている。

２．理工系学部の学生の学習状況の分析
2009 年 6 月・7月に、理工系 4学部の学部生の学習と
図書館利用の実態をつかむために、アンケートによるサ
ンプル調査をした。理工系学術情報選択委員の協力の
もと、22 科目の授業で配布・回収し、969 名（回収率
100％）からの回答を得た。

アンケートにおいては以下の 4点の仮説を立て、ラー
ニングコモンズ構築による学習促進の実効性を調査した。
①   図書館内の学習スペースをゾーニングすれば、多
様な学習スタイルに対応した環境となる。

②   図書館内にグループ学習の場を増やせば、人が集
まり、学習意欲を刺激する環境となる。

③   図書館の飲食ルールを見直せば、長時間継続して

学習することが可能となる。
④   学習を個別にサポートする人員体制を整えれば、
学生の書く力や情報活用力を伸ばすことができる。

（１） 自習を促進する環境づくり
理工系の学部学生の 1日あたりの自習時間は平均 58
分で、場所はメディアセンターと自宅にほぼ二分され
る。自習時間が 1時間以上の学生はメディアセンターを
利用している割合が高い（図 7）。自宅で自習している
層をメディアセンターで学習させるようにすれば、自習
時間を長くできる可能性がある。
全体の 73% の学生が、自習時間を「あまり確保で
きていない」「確保できていない」と答えており（図
8）、その理由として、「自習に適した場所がない」と
答えた学生が 16%、「自習の方法が分からない」と答
えた学生が 19% 存在する（図 9）。「自習に適した場
所がない」と答えた学生に対しては、自習しやすい環
境づくりによって、また、「自習の方法が分からない」

図 7　自習時間の長さと自習場所の相関関係

 
図 8　自習時間の確保状況 図 9　自習時間を確保できない理由（複数回答あり）
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と答えた学生に対しては、ラーニングセンターの設置
によって、自習時間をさらに確保させられる余地があ
る。

図書館（メディアセンター・メディアライブラリー）
で自習する層とそれ以外の場所で自習する層に分けたと
ころ、図書館で自習している層は、図書館を選ぶ理由を
「勉強にふさわしい雰囲気がある」と答えている割合が
高く、現状の図書館の静粛な雰囲気の中での学習スタイ
ルを確立していることがうかがえる（図 10）。一方、図
書館以外の場所を選んで自習している層は、その理由と
して、「堅苦しくないリラックスした雰囲気がある」「飲
食しながら勉強できる」「話しながら勉強できる」とい
う回答を挙げており、現状の図書館の静かな空間では自
習しづらいことがうかがえる（図 11）。

 

このように 2つの学習スタイルがある中で、両方の利
用者のニーズに応えるためには、静かに集中して勉強で
きる場所とリラックスして学生同士で話し合える場所を

別に設ける必要がある。図書館に十分な滞在時間を確保
できない理由として、「静かすぎて落ち着かない」「人が
多すぎて落ち着かない」と、相反する理由を挙げている
学生の存在からも、別の機能の場所を別に設ける必要が
浮かび上がる（図 12）。
なお、いずれの場所で自習する層も、「パソコンが使
える」という要素を重視していることがうかがえる（図
10・11）。学習を支援する環境にパソコンは不可欠であ
る。
また、図書館に十分な滞在時間を確保できない主な
理由として、「飲食ができない」という回答も多く（図
12）、利用ルールが学生の学習形態と合っていない側面
も浮かび上がる。現状の図書館では、館内での飲食はす
べてのフロアで禁止しているが、「飲み物すべて禁止ル
ール」および「水以外の飲み物禁止ルール」は、「ない
ほうがよい」「不要」が 8割を占め（図 13）、ルール緩
和が求められている。一方で、「私語・雑談禁止ルール」
「携帯電話の通話禁止ルール」においては、「必要」「あ
るほうがよい」が約 7割を占めており、静粛を守るルー

 
 

図 10　自習場所として図書館を選ぶ理由（複数回答あり）

図 11　自習場所として図書館以外の場所を選ぶ理由（複数回答あり）
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ルは守るべきと考える学生が多い。学生の学習を促進す
る長時間滞在型図書館となるためには、2つの学習スタ
イルを可能とするゾーニングと、利用ルールの一部見直
しを、組み合わせて行う必要がある。

（２）グループ学習を促進する環境づくり
BKCの図書館には、グループ学習室（メディアセン
ター 3室、メディアライブラリー 4室）があり、3名以
上のグループで学習したい学生に予約制で貸出してい
る。理工系学部の利用は多く、開講期の平日には、第 1
希望の時間帯の予約が取れず、第 2希望、第 3希望とな
るケースも生じている。
理工系の学部学生のグループ学習の頻度は、1カ月あ
たり平均 3回で、場所は、メディアセンターとセントラ
ルアークに集中している。グループ学習の頻度が高いほ
ど、場所が分散傾向にある（図 14）。

 グループ学習場所に図書館を選ぶ理由は、「図書や雑
誌や辞書がある」「個室で集中して議論できる」が多い
が（図 15）、図書館以外を選ぶ理由は、「飲食しながら
議論できる」「堅苦しくないリラックスした雰囲気があ
る」が多い（図 16）。自習と同様にグループ学習におい
ても、集中できる場での学習スタイルとリラックスした

場での学習スタイルの 2つに分かれており、個室のグル
ープ学習エリアと、オープンスペースのグループ学習エ
リアを併設し、用途に応じて使い分けられるようにする
必要がある。
また、「いつも確実に空席・空室がある」を挙げてい
る割合が、図書館以外を選ぶ学生のほうが高い。グルー
プ学習できる場所が図書館には不足していると言える。

（３） 情報活用力・レポートを書く力の涵養
レポート執筆に必要な図書や雑誌論文を収集する能力
のレベルについて、約 72％の学生は、自分の能力は「低
い」「やや低い」と回答している。その力を伸ばす方法
については、図 17 の通り、「授業で教えてほしい」が圧
倒的に多く、いずれの回生を見てもこの傾向が出てい
る。現状では新入生のみ必修で情報収集に関する授業を
行っているが、高回生でも必要性があることが浮かび上
がる。
レポートを書く能力のレベルについても同様に、約
74％の学生が、自分の能力は「低い」「やや低い」と回
答している。その力を伸ばす方法は、図 18 の通り、「先
生に個別指導をしてほしい」「先輩に個別指導をしてほ
しい」と回答している人数があわせて 26％いる。

図 12　図書館での滞在時間が確保できない理由（複数回答あり）

図 13　学習のために必要な図書館の利用ルール
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図 14　グループ学習の頻度とグループ学習場所の相関関係

  
 

   

図 15　グループ学習場所として図書館を選ぶ理由（複数回答あり）

図 16　グループ学習場所として図書館以外の場所を選ぶ理由（複数回答あり）
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学習のために図書館に必要なサービスについての 4段
階評価の結果、「情報収集でわからないことを質問でき
るコーナー」「レポート作成について質問できるコーナ
ー」はいずれも、図 19 の通り、8割以上の学生が「必要」
「あるほうがよい」と答えており、必要度の高さが浮か
び上がっている。
また、情報活用力、レポートを書く力のいずれも、「友
達同士で学び合いたい」と答えた学生の割合は高く、学
び合いの場の必要性が浮かび上がる。

（４） アンケート調査のまとめ
学生アンケートの結果から、4つの仮説は立証でき、
以下のニーズが浮かび上がった。
①  個別学習・グループ学習のいずれにおいても、集
中できる場での学習スタイルとリラックスした場

での学習スタイルの 2つがあり、ゾーニングが必
要である。

②  学生同士で話し合い、学び合える場を増やす必要
がある。

③  学習を促進するために、図書館内の飲食ルールの
緩和が必要である。

④  情報を収集する力やレポートを書く力について、
授業での指導や個別の指導を必要としている。

３．理工系学部の教員が求める学生の能力レベルの分析
学生の情報活用力やレポートを書く力の実態と、実現
可能な支援体制を研究するために、2009 年 6 月中旬か
ら 7月中旬に、理工系 4学部の教員 13 名に、ヒアリン
グ調査を行った。

 
 

 
 
 

 

図 17　情報活用力を伸ばす方法（複数回答あり）

図 18　レポートを書く力を伸ばす方法（複数回答あり）

　　　　図 19　学習に必要な図書館の設備・サービス
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（１）ラーニングセンター設置の可能性ついて
レポートや論文を書く力について、「正しい日本語の
文章を書く力が低い」「著作権に関する認識が低い」「文
献の裏づけがとれていない」という見方が多く、中には
「レポートは複製するものだと思っている学生がいる」
という声もあった。研究室配属後に院生や教員による個
別指導で引き上げ、「4回生でようやくできるようにな
る」と見ている教員が多い。3回生までは、書く力が十
分でなくても一人ひとりへの指摘・指導まで手が回らな
いのが現状である。
この状況に対して、「日本語の校正やレポート執筆の
マナーの指導は、図書館内にセンターを設けて指導でき
る範囲である」と図書館への期待が示されているが、「た
だし、専門の分野に関する論文を組み立てる力は、教員
の個別指導が必要である」という意見が多い。これらの
点については、院生や教員との協力が不可欠となる。
なお、リメディアル教育として、理工学部では非常勤
講師による「物理駆け込み寺」「数学駆け込み寺」、情報
理工学部では TAによる「情報数学レスキュー」という
個別指導を行っている。生命科学部・薬学部でも「化学
駆け込み寺」を始めている。「レポート駆け込み寺も含
めて、駆け込み寺の窓口が一箇所に集中していると学生
にとって便利である」という声もあった。物理や数学や
化学の個別指導のための場をメディアセンターで共用す
ることは可能であり、リメディアル教育の場も含め、学
習サポートの拠点として図書館を機能させることも可能
である。

（２）高回生対象の学術情報検索の授業の必要性について
学生の学術情報を検索する力の現状に関しては、いず
れの回生であっても、「インターネットの情報を無条件
に信用している」「調べた内容が的確かどうか見極めら
れていない」という見解が、ほぼ共通している。中に
は、「検索キーワードに何を入れればよいか指定できな
い」「インターネットで探せない情報があることをわか
っていない」という問題を指摘した教員もいた。低回生
に求めるレベルは、「教科書・レジュメの情報で十分な
ので情報収集は課していない」「蔵書検索ができればよ
い」と考えている教員が多いが、高回生に求めるレベル
は、「雑誌論文検索はマスターしてほしい」と考える教
員が多い。
現実にはそのレベルには至っておらず、その対応策と

して、高回生の必修授業の 1コマに情報検索の授業を組
み込むことについて訊ねると、「可能である」という答
えが多く、研究室配属後の時期の授業に組み込むことが
効果的であると考えている教員が多い。他方、「教員が
必要と感じたとき、もしくは、学生が自ら必要と感じた
ときに教えればよい」「自主的に参加する講座の形式が
よい」と考える教員も一部いる。

（３）ヒアリング調査のまとめ
教員ヒアリング調査の結果から、以下の実態とニーズ
が浮かび上がった。
①  低回生のレポートを書く力は低く、指導が必要で
ある。図書館内にその支援体制を設けることに対
する期待はある。

②  専門分野にかかわる論文執筆には、教員の指導が
不可欠である。

③  高回生には論文検索をマスターしてほしいが、情
報を検索する力は高回生でも不十分である。

④  高回生を対象に授業内で指導をすることは有効で
あると見なす学系・学科が多い。

Ⅴ．政策立案

他大学調査・学生アンケート・教員インタビューの結
果から、立命館大学の学生の多様な学習スタイルに応
え、かつ、学生自身と教員が求めるレベルに情報活用力
とレポートを書く力を高めるために、以下 3点を提起す
る。

１．メディアセンターのラーニングコモンズ化
（１）自習・グループ学習を促進する環境整備
自習・グループ学習を促進するためには、以下の要素
が必要である。
①   座席数と PC台数の確保
②   サイレントスペースとコミュニケーションスペー
スのゾーニング

③   飲食禁止ルールの一部見直し
④   個室のグループ学習場所とオープンなグループ学
習場所の併設

これらをメディアセンター内の設備・サービスとして
充実させると、図 20 の現状のフロアマップが図 21 のフ
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ロアマップとなる。
既に電子化されている製本雑誌を地下の自動書庫に移
動して、2階の製本雑誌コーナーの広さを半分にし、そ
の跡地に閲覧席を増やすことにより座席数を確保する。
従来の閲覧席に加えて、個別学習ブースを設け、自学自
習を促進する。
2階には、グループで自由に議論しながら学習できる
オープンなコミュニケーションスペースを設け、静粛な
スペースとはガラスで仕切りを設けて境界を明確にす
る。ガラス越しに見えるスペースに工夫することによ
り、外からは中を見て入りやすいスペースに、中からは
外を見て自習意欲を促すスペースにする。
この区切られたスペースのみ飲み物可とし、また、新
聞や話題本を置き、読書・資料収集の入口としての機能
を持たせる。
また、現状では 3室のグループ学習の個室を、1室増
やす。

（２）ラーニングセンター設置
1 階入口付近のアクセスしやすい場所にラーニングセ
ンターを設け、レポート執筆に関する指導をする。また、
数学・物理・化学の駆け込み寺としての場所の提供も可
能とする。
レポート執筆の支援に関しては、主に低回生を対象
に、レポートの執筆ルールや執筆フローの範囲で学習相
談に応じる。アカデミックライティングを指導する教員
の協力のもと、図書館職員が学生ライブラリースタッ
フ、TAを組織し、研修を行い、ラーニングセンターで
指導可能な知識とスキルを養成する。
レポート執筆に必要な情報の収集に関しては、従来ど
おり、レファレンスカウンターでライブラリアンが相談
に応じるが、ラーニングセンターとの相互連携を図り、
学びの支援をより効果的に行う。

これら（1）・（2）の機能を備えた図書館をラーニン
グコモンズと総称する。

さらに、以下の 4点を立命館大学メディアセンターの
ラーニングコモンズの特長とする。
①   新設のコミュニケーションスペースに、可動式の
机を設けることにより、学生の用途にあわせて、
個別学習・グループ学習の両方に対応可能となる。

②   ノート型 PCを貸し出すことにより、マルチメデ
ィアルーム以外の場所でも Online版のリソースへ
のアクセスが可能となる。

③   低回生へのレポート執筆の個別指導が困難であっ
たが、ラーニングセンター設置により、書く力を
高めたい学生と教員の両方のニーズを満たすこと
が可能となる。

④   物理・数学・化学のリメディアル教育、情報検索
指導・レポート執筆指導をワンストップサービス
として行うことにより、それぞれの学習支援に連
関をもたせた総合的な学習支援が可能となる。

以上のように、従来の図書館になかった機能を設ける
ことにより、図書館を利用していなかった層を取り込
み、図書館の資料やサービスを活用した、一歩進んだ学
習へ誘導できる。

２．学術情報検索実習ガイダンスの高回生の必修授業へ
の組み込み
1 回生対象に必修授業 1コマで行っているガイダンス
の応用編として、論文検索に特化したガイダンスを理工
系 4学部の高回生の必修授業 1コマで行う。
ガイダンスの内容は、従来行ってきた研究室対象の出
張ガイダンスの経験の蓄積をもとに組み立てる。その内
容および実施時期は、教員ヒアリングの結果から、表 2
のようになる。なお、講師は、新入生ガイダンスと同様、
専任職員と委託職員のレファレンスライブラリアンとで
行う。

高回生対象に行う必修授業での検索実習ガイダンスの
特長は、以下の 3点にある。
①   必修授業に組み込むことにより、申込制ガイダン
スとは異なり、全体のボトムアップとなる。

②   必要に迫られる回生で必要な内容を学ぶことがで
き、学生にとって実践的なガイダンスとなる。

③   低回生で身に付けるべき内容と高回生に身に付け
るべき内容を切り分けることができ、1回生時の
詰め込みガイダンスの改善ともなる。

なお、1回生時に図書館利用を促すガイダンスを必修
授業内で行うことは、ここ数年のうちに定着してきてい
るが、高回生の必修授業に組み込む事例は国内外でまだ
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見られない。独自性の高い取り組みである。

Ⅵ．研究のまとめ

大学図書館はもはや、資料を保管するだけの場でも、
もともと学習意欲の高い学生を迎えるだけの受動的な場

でもない。学生の学力レベルの幅が広がり、学習形態が
多様化する中で、多くの学生が学習意欲を高め、卒業ま
でに必要な力を培えるように、学生の実態やニーズに合
わせて施設・サービスを変化させ、学習促進の仕掛けづ
くりを能動的に行う場でなければならない。メディアセ
ンターがどのように変化すべきかの答えは、理工系の学

 
 

 
 
 
 

 

図 20　メディアセンターフロアマップ【現状】

表 2　高回生の検索実習ガイダンスの時期と内容
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図 21　メディアセンターフロアマップ【改修案】
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生の実態の中にあり、今回の研究を通じて行った学生ア
ンケート調査によって、その答えが明らかになった。メ
ディアセンターのラーニングコモンズへの展開は、理工
系の学習者中心の学びのコミュニティづくりの具体策で
あると言える。
高回生への情報収集力の涵養については、学生からも
教員からも潜在的な要望の高いものであったが、部分的
なクラス対象出張ガイダンスに終始し、全体的な仕組み
として体制を整えてこなかった。新入生への必修授業で
のサポートが整っている現状で、次のステップとして、
高回生でのサポート体制を拡充する必要がある。今回、
教員へのヒアリング調査を通じて、実現の可能性を確認
することができた。学生が Google・Yahooに依存してい
る実態が現れている今、学術情報検索の力を涵養するこ
とは、学生の学びを高度化する効果的な対策となる。

Ⅶ．残された課題

残された課題は以下の 3点である。

１．ラーニングセンターの人員確保および要員のスキル
養成
レポート執筆指導には、学生ライブラリースタッフ、

TAのスキル養成が不可欠である。アカデミックライテ
ィングの指導の可能な教員と連携し、レポート執筆の基
礎を教えられる学生・院生を組織化し、必要な研修を施
す必要がある。

２．英語のライティングの支援
理工系の高回生や院生は、英語で研究発表をする機会
や、英語で論文の要旨を書く機会がある。英語のライテ
ィングの指導ができる体制を構築することが、ラーニン
グセンターの次の課題となる。

３．効果の検証方法の策定
学生の図書館利用が学習にどのような効果を及ぼして
いるか、経年的に測定する手法を開発・確立する必要が
ある。
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Summary 
The role of university libraries is more than as simply a repository for resources and a place where they can be read: 

along with the diversification of students’ forms of study, they are now also required to provide a venue for promoting 

active study. Previous case studies of university libraries in the United States and Japan include service systems for one-

stop IT support, assistance with information retrieval and writing reports, and job-hunting support, as well as the provision 

of facilities providing an environment conducive to both individual and group study.

In this paper, we set out concrete measures whereby the Media Center, a scientific and engineering library, can enable 

the effective use of study support, in light of previous case studies of university libraries overseas and in Japan as well as 

the results of a survey of the current situation of students’ studies and faculties’ needs. In particular, we offer suggestions 

for improving services and facilities that should be the focus of efforts to improve students’ abilities to use information and 

write reports.




